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一

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
か
…

〔

お

た

ず

ね
〕
大
村
市
で
調
査
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

郊
に
工

場
が
浪
花
し
い
ろ
…

一

ら
一
般
に
も
配
布
ザ
9
る
と
と
仁

川
も
工
業
週一地
調
書
宗

行
な
わ
れ
調
査
の
内
容
は
そ
の
地
区
の

い
ろ
な
工
場
ぺ
害

(た
と
え
ば

一

一

な
り
、
堅

調

書

じ

て

刊

一

た

そ

う

で
す
が
、
何

の

た

め

に

語
、
地
質
そ
の
他
の
自
然
築

地
ド

水

計

君

主

よ
あ

T

市
整

芸

員
会
で
は
市
立
幼
一

行
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

一
調
査
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
結
果

件
や
用
水
事
情
、
輸
送
条
件

そ

僻
沈
「rと
か
、
何
菩
な
さ
が
…

稚

園

記

号

募

集

レ
ま
す
。
一

取
扱
機
関
は
社
団
法
人
日
本
別

…
ど
う
な
る
の
か
、
お
た
ず
ね
し
の
他
の
立
地
条
件
な
ど
で
、

工
心
配
さ
れ
ど
お
り
ま
す
の
で
、
…

A
資
格
は
幼
稚
一闘
教
諭
免
許
一

間
協
茸

(東
京
都
新
宿
区
一戸
-u
川

ま

す

。

業

一

週

一

地

が

ど
の
よ
う
な
条
件
と
通
産
省
は
閉
山
二
に
l

正
早
度
中
…

状
保
有
者
で
市
内
在
住
者

一

町
三
七
)
で
希
望
者
は
同

息

む

(並
益

山

田
生

)

適
性
を
備
え
て
い
る
か
と
い
う

に

、
乙
の
工
場
適
地
調
去
の
結
一

一
す
る
資
料
の
展
示
、
発
行
、
中
小

一

A
募
集
人
員
は

一
J
二
名

一

に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
広
川
…

〔
お
こ
た
え
〕
と
の

翠
且一

と
と
を
く
わ
し
く
調
べ
て、

ど

果
と
各
宅
業
界
の
工
業
に
つ
い
一

一
企
業
に
関
ず
る
調
査
お
よ
び

研

究

一

ム

申
込
は
凶
月
十
六

日

ま

で

け

ぺ
ぎ

ωと
お
り
で
す

o

f
一
は
「
工
場
立
地
の
調
査
等
に
関
う
い
う
国
知
の
工
場
に
過
し
て
て
の
苛
料
を
恭
一
に
し
亡
、
こ

…

一

労

話

、
そ
の
他
中
小
企
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情
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1
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に
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1
回
レ
ず
国
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の
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一
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玄
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一
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、
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楽
あ
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(
5
×
5
)
千
五
十
可

…

「

士

争

調

査

す
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の
で
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ぃ

j
f
E
1
人

工

畏

を

は

か
ろ
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と
し
て
い
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の
一

一

④
こ
の
賦
芝
つ
い
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異
議
の一

射

撃

日
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を

亥

更

一
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E

一

(卯
×
町
)
利
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五
十

町

…

昭

和

三
十
三
年
度
に
五
十
六
地
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を
建
て
た
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人
叩
引
用
し
て
で
す
。

国

保

税

の

徴

税

令

書

一

あ
る
人
は
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受
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っ

一
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紙
前
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せ
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ま
一

(
市
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庶
務
課
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密
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原
板
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別
)
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、

間
三
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四
年
度
に
六
十
地

も
ら
っ
と
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も
に
必
要
な
助
大
付
市
長
三
協
力
し
て
、
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を

送
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ま
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一

て
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ら
三
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日
以
内
に
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一

し
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六
村
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空

中
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時
過
地
調
査
対
象
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え
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わ
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で
す
。

昨
年
じ
月
か
ら

t
月
ま
で
調
…

一

を
し
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い
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レ
て
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お
、
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資
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、
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五
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し
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で
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佐
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ら
れ
よ
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し
て
い
る
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正
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省
へ
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刑
し
て
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川
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付
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含
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仲
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が
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一
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l
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き
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験
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会
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が
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(毎月i日，州，20r1克u) 大村市政だより

大
村
市
医七

査
公
設
在付

付ヲ

一
一し
て
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。

竺

2

施

設

管

理

に

つ

一一

い
て

，
一

庁
舎
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
昭

一向
三
十
三
年
職
臥
の
合
間
制
が

二
防
止
さ
れ、

管
埋
人
を
置
い
て
迅

i

l

-
ae

亡

監

2
r吟
徒
同
川
市
戸
f
〕
担当
旦
こ
υ

一

い
℃
、
川
和

三
十

一一
一
年
以
蚊
び

に
川
荊
三
十
凶
年
位

一
万
匂
〈

1
3
4M
P
ぴ

t
T
'
'
V
L
一

光

州

防

企
を
執
行
し
た
の

て
、
そ

の

粕
川不
在
次
の
と

一ら
せ
て
い
る
が
‘
間
四
百
誌
、
づ
仰

れや
り
公
表
す
る
。

一え
付
け
が
な
い
出
恨
所
(
龍
一
州
・

一松
原
J

も
あ
る
の
で
、
溜
当
な
模

川
和
一
一
一十
五
年

三
日
パ

十
一
.H

一式
売
不
し
、
備
え
，G
せずの
等
主
官

F

-Z
一課
に
お
け
る
惜
脱
が
必
控
で
あ
る

大

村

市

監

査

兵

員

r

守

E
一一な
お
、
鈴
凶
、

一泊
ι

山
市
恨
所
に
雨

小

西

守

一凋
り
の
倒
的
が
児
吃
げ
ら
れ
た
が

A

一発
見
後
目
当
の
矧
叫
を
待
遇
レ
て

監

査

報

告

書

一
号
、
処
物
内
需
管
理
よ
か
ら

一
、

監

査

の

柁

…

規

定

矧

監

査

一
も
去
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修
の
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習

っ

れ

一ん」
0
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沼
投
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こ
コ
ー
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二

、
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査
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年

二
月

二

一一前
U
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火
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抑

日
h
ら
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せ
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れ
た
ま
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で
あ
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二

月
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一
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山
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え
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一
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一
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U
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検
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く
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H
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二
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八

H
一全
の
措
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心
。

一

回

大

村

山

張

所

二
月
九
日
一

3

文

書

管

理

に

つ

一

位

原

山

張

所

二

月

十

日

一

J
C

一

-

t
"

-

萱

瀬

山

張

所

二
月
十
一
一日

一

一

I

一

イ

竹

松

、
福
ほ一
お
よ
び
日
出
版

一

問

、

監

査

の

結

果

一

一

一

出
張
訴
に
お
い
て
旧
地
区
山
菜

一

l
概

要

一
の
織
品
会
駐
在
せ
し
め
た
事
務
辺

一

委
凶
会
の
所
管
に
属
す
る
文
書

一

一絡
川
(
仮
称
)
と
し
て
、
事

務

内

で

当

該
4

山県
所
長
に
保
留
を
一
定

一

本
市
出
張
所
は
市
制
施
行
当
初
一
符
も
市
役
所
事
務
の
受
付
、
連
絡
託
ず
る
等
岨
切
は
措
躍
が
な
5
一

旧
町
村
合
併
に
よ
る
距
離
的
不
便

一
等
に
限
ら
れ
た
事
務
機
問
で
運
営

れ
ず
、
出
張
所
内
に
放
関
さ
れ

一

を
緩
和
す
る
た
め
、
出
先
機
関
と

一す
べ
く
、
市
型
車
石
よ
り
出
張
所

た
も
の
が
見
党
げ
ら
い
た
が
、

一

し
て
設
り
ら
れ
、
そ
の
管
轄
以
域

一
の
廃
止
疑
が、

一ニ
十

一年
一
八
月
の
こ
れ
ら
の
中
に
は
位
地
台
似
そ

一

は
‘
お
お
む
ね
同
町
村
の
区
域
に
よ
一
定
例
融
去
に
提
出
さ
れ
、
継
続
容

の
附
民
地
の
権
利
に
関
す
る
車

一

り
、
所
民
以
下
二
名
か
ら
五
名

ω
一
議
こ
な
っ
た
も
の
で
あ
ゐ
が
、

そ

歩

也

知
と
胤
わ
れ
る
も

ωも
あ

一

職
員
を
配
躍
レ
、
別
表
に
掲
げ
る

一
の
後
、

間
ゐ
な
ぐ
発
生
し
た

tmg

る
の
で
、
そ
の
ま
ま
出
張
所
に

一

事
務
企
処
理
レ
て
い
る
が
、
さ
き

一
一
刊
の
大
水
害
に
よ
り
、
出
先
日L
お
保
管
す
る
乙
と
が
必
裂
か
つ
週

一

に
本
市
財
政
凶
建
計
画

ω策
定
を
一
け
る
事
務
且
は
、

復
旧
副
業
等
C

当

と

認

め

ら
れ
る
も
の
は
保
管

一

契
機
と
し
て
行
政
組
織
の
簡
素
合

一色
刷
し
た
た
め
、
さ
き
の
廃
止
祭
文
一
世
一回
録
等
に
よ
り
、
な
お
、

一

理
化
山
間
組
が
正
式
に
と
り
あ
げ

一は
当
該
理
け
の
も
と
に
関
係
市
民
賢
仕
を
明
ら
か
に
し
て
保
管
せ

一

ら
孔
た
際
、
出
張
所
に
つ
い
て
も

一の
理
解
令
受
り
る
に
困
難
と
な
り
ら
れ
に
い
。

一

検
討
が
加
え
ら
れ
、
す
、ユ
わ
ち
本

一附
利
三
十
三
年
三
月
同
提
は
遂
に

完
結
ぃ
弘
前
官
等
の
保
管
処
理
ほ、

一

質
的
な
市
民

1
1ヒ
ス
に
光
笑
を
一
撤
回
さ
れ
た
も
の
で
あ
ゐ
が
、
と

各
出
張
問
じ
て
適
宜
倉
庫
、
あ

一

目
棋
と
し
た
市
役
所
全
般

ω見
地
一
り
点
、
市
役
所
機
榊

ω合
盟
化
、

る
い
は
書
棚
等
に
保
存
レ
て
い

一

か
ら
、
現
在
心
出
強
所
は
若
干
名
一
能
率
化
に
再
検
討
q
Jべ
き
課
題
と

る
が
、
屋
外
と
思
え
る
不
完
全

一

j (才24.3号)昭和J5年 4月10日
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監

査
ノ、
山

表

な
右
岸
に
敢
置
δ
れ
て
い
る
と

一

こ
乃
も
あ
り
、
十
分
ペ
管
理
と
一

は
い
い
鋭
い
状
脱
ぐ
あ
る
。
川
中
一

在
文
書
編
さ
ん
保
存
胤
程
に
よ

一

れ
ば

一
応
の
盛
期
以
一準
が
設
げ

一

ら
れ
、
取
扱
い
製
領
令
明
示
し
一

で
あ
る
が
、
当
該
胤
程
に
準
拠
一

し
た
す
入
帯
保
仔
の
刷
所
は
ほ
と

一

ん
ど
な
く
、
担
当
者
の
泊
当
な
一

処
理
に
過
ぎ
ず
、
と
の
点
当
該

一

事
務
の
推
進

ιつ
い
て
か
ね
が

一

ね
心
べ
て
い
る
よ
う
に
、
木
庁
一

各
説

ω文
撹
回
事
務
と
と
も
に
、
一

そ
の
帯
処
万
ML
つ
い
て
は
主
管

一

課

ω積
極
的
な
間
導
を
望
ん
で

一

い
る
も
の
で
あ
る
が
、

と
れ
に

一

つ
い
て
は
さ
ら
に
納
部
の
処
理
一

基
準
も
必
按
と
思

υハ
必
の
ご
一

今
後
こ
の
点
り
険
討
を
特
に
出
一

む
も
の
で
あ
，G
。

一

ロ
公
印
の
官
出
は
お
お
む
ね

一

良
好
で
め
る
が
、
胤
制
の
改
雌

一

等
で
廃
止
さ
れ
て
刷
在

ω公
印

一

刻
川
に
定
め
ら
れ
C
な
い
け

Mm一

市
役
所
印
祐
一
び
じ
山
間以所
員
印

一

ぞ
保
管

υ
、
か
ソ
使
川
し
て
い

一

る
と
こ
ろ
も
あ
心
が
、
出
張
所
一

度
職
印
は
各
所
に
心
い
て
現
在

一

使
用
さ
れ
て
お
り、

そ
の
使
用

一

目
的
よ
り
判
断
し
て
、

む
し
ろ
-

出
止
令
不
通
当
ど
思
料
せ
ら
れ

る
の
で
、
一尉-県
民
び
に
復
活
へ

の
検
討
な
ど
醤
処
が
望
ま
れ
る

4 

計

理

事

務

に

つ

い
て

①
現
在
各
出
張
所
の
窓
口
に

お
い
て
取
扱
う
収
入
金
は
市
税

(
保
険
料
を
含
む
)
水
道
料
、

諸
使
用
料
の
ほ
か
新
証
明
手
数

料
、
証
紙
売
よ
代
金
等
で
、
お

お
む
ね
公
法
ょ
の
政
人
の
全
亡

に
及
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
が

納
付
設
務
者
よ
り
令
昔
、
告
知

響
ま
た
は
納
付
留
に
基
づ
い
て

納
入
さ
れ
た
現
金
は
、
出
納
M
H

が
納
付
日
よ
り
三
凶
以
A

げ
に
払

込
書
を
も
っ
て
本
庁
市
金
庫
に

払
い
込
み
、
同
時
に
収
入
役
へ

政
入
金
集
計
表
を
も
っ
て
報
告

し
て
い
る
意
味
千
あ
る
が
当
該
一

同
納
事
務
に
沼
注
す
べ
き
共
通
一

一出品
と
レ
て
次
の
点
が
見
受
け
一

ら

れ

た

。

一

イ
収
入
金
川
計
表
に
記
載
さ
一

れ
た
報
告
の
け
吋
が
、
現
金
を
一

市
金
聞
に
払
ん
だ
日
付
と
必
ず
一

し
も

二
奴
レ
ど
い
な
い
。
一

ま
町
山
積
一所
の
現
金
十
十品
川
期
間

一

が
市
命
暗
に
払
い
込
む
ま
で
に

一

規
定
則
似
-二
日
以
上
に
位
び
に

一

者
、
な
か
じ
は
十
け
間
引
期
一
円

一

に
及
ん
に
の
も
散
比
せ
ら
れ
る

一

口
一
例
付
討
、
例
制
告
川
智
等

一

の
同
紙
は一

一迎
式
、
ま
た
一
孟

一

式
や
用
い
、
ま
ち
ま
ち
な
処
出

一

状
況
で
あ
る
が
二
出
式
に
よ
り

一

仏
け
込
ま
れ
た
場
合
の
処
理
で

一

一
片
は
受
間
以
こ
し
て
納
付
者

一

へ
、
他
の
一
片
は
市
金
牌
(
市

一

金
躍
を
通
レ
牧
人
役
室
か
ら
最

一

柊
ぷ
一附
官
組
)
へ
送
時
以
バ
」
れ
、
一

山
納
員
の
手
一応
に
洩
ら
な
い
た

一

め
、
後
円
阿
川
等
心
必
間
前
に
際
一

し
て
取
吸
い
円
与
の
明
確
な
泌
拠

一

資
料
が
な
く
、
ず
な
わ
岳
山
主

所
出
納
円以が
一
日
仏
け
込
ι
却を一

な
レ
た
金
額
A
内
容
は
、
川
山
間

一

得
ま
た
は
政
納
問
問
的
そ
の
他

一

の
記
録
一低
減
の
担
峨
内
容
を
も

一

っ
て
知
7
U
に
と
ど
よ
リ
へ
納
入

十

の
氏
名
等
側
人
川
に
は
州
民
所

一

aa'Aη
叶

φ
A
m
-
-
f
.、
且
闘

'
ALOφ
A

uh勺
長
vb

川、1主
r
ぢ
許
朱
刀
士
氏

l
l
ゴ

hJ
FI
--ノ住吉一
、
一仁一
一一J
Ad

一二
4

で
は
不
明
)
釈
び
ょ
う
の
阜
期

一

発
見
等
そ
の
悶
ーぴ
ょ
う
位
の
は

一

揮
に
不
確
実
、
か
つ
非
能
率
な

一

面
が
あ
り
、
そ
の
他
明
符
の
整

一

四
種
別
や
、
け
ん
制
的
事
新
機

・

惜
の
充
実
等
出
納
引
Mm
の
一
連

一

的
処
理
に
は
理
に
山
内
討

ω嬰
が

一

あ
る
。

一

ハ

山

納
町民
の
用
い
Jh
領
収
帯

一

(一二
片
彼
等
式
)
は
、
現
在
出
一

張
所
で
ほ
使
肘
さ
ハ
て
な
い
が

一

従
前
使
用
さ
れ
た
も
の
れ
伐
部

一

処
理
に
遁
当
で
佳
い
明
所
が
あ
一

り
責
任
あ
る
処
理
が
則
一
一ま
れ
る

一

二

抗

品
の
取
扱
い
は
本
庁

一

(保
険
衛
宏
保
)
よ
り
送
付
さ

一

れ
た
現
品
ぞ
山
民
所
管
内
の
尚

一

要
6
に
有
料
(
山
夫
代
)
で
配
付

一

し
枚
納
金
は
消
毒
手
敬
料
と
し

一

て
収
披
っ
て
い
る
が、

主
と
し

一

て
そ
の
受
払
い
は
立
季
に
限
ら

一

れ
て
お
り
、
如
M
h
な
受
払
状
況
一

で
は
な
い
が
、
保
管
施
設
等
が

一

不
十
分
の
た
め
、
説
け山
一
幼
県
が

一

減
少
レ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
一

の
や
、
型
的
な
ど
の
処
置
を
し

一

て
な
け
例
所
も
見
受
け
ら
れ
、

一

ま
た
事
婦
問
で
は
送
付
証
の
処

一

理
(
k
h
J
よ
り
現
品
送
達
時
品

一

け
ら
れ
る
送
状
)
詑
び
に
受
払

一

簿
コ
控
理
等
で
下
記
の
よ
う
な

一

滴
切
亡
な
い
町
が
見
党
け
ら
れ

一

ゆ
ゆ

J
Ja--'仲
仲

正
日
一μ
.
R

f
J
3
J
 

ー、

所
内
の
庶
務
五
関
ず
ろ
事
項

2
、
転
出
入
に
凶
ず
る
事
務

(
転
出
、

転
入
、
附
一
時
台
山
川
駅
理
、
人

口
県
動
統
計
)

3
‘
主
食
配
給
事
務
(
主
食
通
帳
交
付
、
切
制
官
抱
理
、
小
売
業
者
及

び
消
州民
治
資
録
変
更
事
務
}

4
、
印
鑑
証
崎
、
死
体
埋
搾
許
可
、
死
胎
叫
一
弾
認
可
事
務

5
、
市
税
関
係
(
市
税
申
告
取
次
等
)

(
備
持
乙
れ
に
関
す
る
代
詩
事
務
が
福
一車
、
荒
瀬
、

一ニ
浦
、
松

原
の
四
カ
所
C
行
な
わ
れ
て
い
る
)

6
、
一戸
鮪
住
民
登
録
射
務

(死
亡
、
出
生
、
府
姻
届
、
住
民
登
録
等

の
取
次
事
務
.
一戸
籍
任
民
票
等
の
崎
(
抄
)
本
の
請
求
取
次
事

務

(
備
考
前
項
じ
同
じ
)

7
、
自
衛
隊
員
募
集
協
力
事
務
(
願
書
の
用
紙
交
付
及
び
提
出
時
の

取
次
一
事
務
)

る
の
で
善
処
が
望
ま
れ
る
。

な一

か
に
は
喧
払
仰
の
術
者
側
に
氏

一

品
金
額
等
を
詳
細
に
記
入
し
、

一

明
確
に
整
理
し
て
い
る
欄
所
も

一

あ
る
の
で

へ苛
淵
)
今
俺
純
理

一

に
対
す
る
当
事
件
白
の
沌
窓
』
戸
一
一

も
に
主
富
河
内
沼
古
川
底
が
望
一

ま
れ
ろ
も
の
で
あ
る
。

一

④
受
払
滞
の
作
成
な
汚
と
こ

一

ろ

へ一一一
滴
J

一

④

計

峨

り
等
丹
市
明
白
で
各
所

一

と
も
現
品
数
量
が
幌
得
数

一

喜
一
多
少
の
不

一
致
を
見

一

受
け
ら
れ
る
が
、
特
に
仮一

簿
外
に
現
ロ
叫
が
多
く
あ
る

一

も

ω
(鯖
回
に
お
け
る
乳
一

剤
三
倍
)
一問
符

認
は
あ

一

る
が
現
品
が
な
い
ら
の

一

(
西
大
付
に
防
寸
る
三
僅
一

混
合
液
)
ま
た
現
品
が
少

一

な
け
必
の
(
ほ
噴
に
お

3
一

る
ミ
崎
山
凶
行
校
内
民
指
数
一

三
二
・

二
リ
ッ
ト
ル
が
現
-

口
明
一
五
リ
ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
一

D
D
T
粉
末
の
む
・
五

一

キ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
品
は

一

石
灰
と
思
わ
れ
FQ
)

が
あ

一

り
、
と
く
に
凶
大
吋
山
町
一

所
内
帳
簿
に
お
グ
る
そ
払
一

状
態
ほ
不
精
突
な
点
が
あ
一

り
適
当
で
な
い。

一

ホ
予
防
陰
極
に
掬
し
て
は
、

そ
の
怯
踊
状
況
祐
ぴ
に
手
数
料

金
等
の
処
理
与
名
簿
に
よ
っ
て

明
催
に
了
解
で
き
弓
よ
う
に
し

て
い
ろ
が
、
時
間
慢
の
結
果
報

告
ハ
処
聞
で
、
匂
茂
M
Y

コ
仰
を
主

管川
崎
に
法
政
レ
戸
山
出
J
T
浅
さ
な

い
ど
こ
ろ
、
七-h
~
員
数
、
叫
金

等

η
み
判
記
制
告

υて
、
名
簿

お
一伐
し
て
い
る
と
こ
ヘ
等
ま
ち

ま
ら

η
幣
理
。
統
一
さ
凡
で
な

く
、
今
没

一
閏
じ
た
処
理
が
望

ま
れ
る
。

へ

手
-門リJ
他
計
理
明
係八
一
帳
簿

川円
理
乃
納
部
ハ
リ
ぃ
点
一~つ
い
て
芯

配
付
さ
れ
七
時
伐
を
そ
の
整
理

約

σ
「
予
箆
持一
引
噂
」
あ
る
い

は

「支
出
命
令
簿
」
等
各
出
慎
一

所
に
沿
い
て
そ
ハ
ぞ
叩
週
当
な
一

呂
弥
を
付
し
た
り
、
ま
た
、
帰

一

え
は
爪
な
い
と
こ
ろ
ヨ
ど
あ
り

一

統
唱
し
た
処
国
が
盟
支
れ
る
。
一

鍛
札
父
付
に
明
子
る
犬
登
録
申

一

語
3
の
附
岩
手
を
明
確
に
按
理

川内仔
)
て
な
れ
川
一析
が
あ
る

(mm〕
B

防
局
叫
川崎バ
つ
け

A
m具

等
の
山川門
川
内
服

11
門
版
同
敬
二

現
品
数
の
択

一一攻
、
あ
る
い
ほ

合
併
当
時
の
も
ル
で
主
だ
阪
知

咋
却
を
レ
て
い
h

ゆ
い
と
こ
ろ
、

嬰
修
理
の
崎
子
な
ど
を
倉
胤
に

咋

o
a圃，、・
J
f
a圃'
A
P
4

8
、
町
務
述
絡
委
国
協
議
以
事
務

9
、
保
険
衛
壬

「被
保
険
コ
込
動
に
関
す
る
事
務
、
殺
虫
川
毒
剤

ω

売
捜
事
務
、
予
防
岐
出
じ
関
す
る
苧
必
)

日
、
消
防
事
務
(
災
害
速
報
.
消
防
寸
川
と
ハ
連
絡
事
務
)

日
、
社
会
福
祉
関
係
事
務
、
伝
活
扶
助
問
の
受
給
事
務
、
身
体
附
唯一]

者
県
市
制
引
券
交
付
3
婦
、
季
節
保
育
所
崎
設
事
部
)

ロ
、
股
林
関
係
事
務
{
米
般
の
売
は
事
務
、
円
以
認
閉
山
川
許
可
巾
諮
り

取
次
事
務
、

股
業
土
木
に
関
す
る
請
鳩
山
開
情
パリ
比
一
首
取
次
事
務

米
の
作
付
調
在
報
告
事
務
、
実
行
組
合
と
の
迎
絡
一
引
揚
)

日
、
常
晴
区
域
内
の
文
書
油
連
事
務
(
備
司一一一
浦
.
官
掛
川
み
)

M
、
金
銭
出
納
事
務
へ
市
初
、
水
道
料
、
使
用
料、

手
数
料
等
の
収

納
事
務
、
収
入
証
紙
の
売
捌
事
路
)

日、

選
挙
関
係
事
筋

(基
本
、
補
充
}
選
挙
人
名
簿
淵
盤

い伴
う
申

告
書
、
と
り
ま
と
め
事
務
、
名
簿
従
従
事
務
)

目
、
教
育
委
員
会
関
係
事
務

(就
学
児
蹴
及
び
成
人
該
1
者
山
調
査

事
務
)

口
、
各
額
募
金
事
前
四
(
日
赤
、
問
国
慰
問副悲
針
金
、
共
同
蹴
末
助
け

合
い
、
緑
の
羽
視
等
)

放
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
ま
た
一

備
口山台
恨
の
処
理
?
所
定
ど
お
一

り
の
物
品
名
称
を
用
い
な
い
で

一

被
理
し
C
い
る
と
三
ろ
、
さ
ら

一

に
物
口
川
県
動
等
の
場
合
、
た
れ
一

は
山
川
品
台
般
的
様
式
に
も
問
題

…

は
あ
る
が
、
市
川
県
者
何
説
刈
を

ま
た
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い

一

よ
う
な
記
帳
将
理
を
し
た
ど
と

一

一
目

一
敬

一則
川
石
川
町
山

一お

一m
w訟

一以

一

一
人

一
一利

一円札
3.
一J.3.
-1
2
一4
.
3.
3
.
1
-A
3
.
一上
1
一

一
一
一

一

5
7
一5

6
一1
2
一り
5
-F4
5
一1
5

8

5
一

回

i

叫

.
u
d
8

Jahvu-
0

2
一7
5
5
4

5
-
1
9
-

一
民

一
ね

・5
L
一戸J
J
一1

0
一J
4
-J

7
-o

j

6・U
一

回
ト比
一

-3

0
一9
72
一6

1
-l
o
--
HJ
一ば
は
り

けり
-

-
u旧
一

司

5

7

7

1
9

4
5
3

1
-7
入

J
)』

一
1
一、
士

一J

5
-1
.
0
-J
Y
FUJ
8・一u
・0
・一G.
o
A
b
a
一

一

一
i
一I

i
一ど
2

1

1
2

2
-2
2

1

1

一

一

一
以

お

一川
明一

一忠

一切

一川
川

一間

一山
一則
一一

一

一
十

一0
5
p
ν
一J
G
一6
7
一
u
r
?
d
“
一5
4
一

一計
円
引
叩
引
引
出
川
川
罰
則
則
一

甲

一昨
れ
一り
9

b
l
一、
u
O
一43
Q
、一7
4
一ード
hd
一UU
5
四

一

一

一

一
げ
の
出

2
一川
3
一以

山町
↑ぺ
l

d

J

り
心

一川崎{一

;

:
 

調
一

-
Z

2
.
8
-5
J
一
J
G
一
ιb
引

O
r
u
J
J
G
f
ペ
一

E

-
JM

6
7
6
6一
3
3
一
5

5
4
4
ケ
リ
ユ

ど

2
-

金

一

l
J
J叶
叶
叶
引
川
川
斗

』

ι
A
4
0
i
3一
1
1
-る

1
-3
2
1U
2
=ι

l
-

扱

一
M

f
一2
1
一

一

一

一

一

一
子

-u
uト
O
叶

引

引

川

川

川

川

一

取

一
川

一
如、

↑山
山
川
山
一山
山

一U
W
一山山一
一日

日

山

一

安
一

尚

一
金

一M
E

i

一

一

i

一 i

I
一

一

l

一

主
一

一

fi
口
県

一川
市

一品

川
め
は
山
口
市

一日
目

h
o
一

四

一
攻
二
4
司

-6
7
一3
1
0
4
一4
2
一O
l
-4
1
-

一
入

一
W
U
J
J
q二
六
j

h
J
HJ

一山
4-
一以

ι
一か
2
・一

る
一

川町

一
，tf
一1
1F
5
4
一4
3
5
1
3
2
3
3
す
っ
一

一
料

一
読

一崎一
川
凡

ω
高
品

一仰
叫

一一明日

一日
凶

一日
rq
一

寸
J

一
一，

↑
縦

一町山

2
一
庁
以

一以内恥

一以ハ
ト
一山
正

一川
針
一日
以
一

L

一
…似

一

日川一日
一一札山川一
一ω
仇
一ω一川
iι小川
.夜
間川

一仏
日
一

一
】「

一

絞

3
一円'h
n
u

一小品工

↑叩山山
山
h
a
H
ト
一U
m出
↑山札制

一

お
一

c
一
金

一2
j
一し

L
E
L
I
---一L
L
I
l
-
-
t
一

:
「l
J
I
l
-
-
1
l
i
li
-
-1
l
i
l
-
-
一

じ

一
入

一
同

-W
M
一山

一誠

一山
山
一訪

日

制

一同

一

口

了
ご
l

l
|

卜
l
i
l
i
-
-
L
i
l-

-

---

一

一寸4j↓
i

肉官山
ω

一
税

υ幻
羽
J
U」J〈一
1ι
υ
J.L一芯uJぺ
4i斗ぺ斗一斗一IO
ハJJ
-98;.
一I
JlJ.ρ

-コJ
5
一

-

一

一

U
1
一4
6
-3

5
一qu
n
d
-
t
5
U
Q
U
一日
6
-

一
ー

↑

一

1
1
一7
J
一5
3
7J
8
0
0J
吉
、υ
9
一2
m
四

一
市

一

k-
一j

J
一ぺ
5

3
ペ
一J
ρ
9
8
一2

J
↑J

5
一

一

一
j

一5

5
一4

4
一2
2
3
4
2
2
1“
2
一l
i
一

l

l
副

τ比
一3
H
一日
制

一九

3

J

M

f

M
一九

一

一

-
f
一
11
一
日

一
・7
一
1
一
1
一
i

一

川

一
，
J

J

j
m
一

J
M

一

一
四

一
竹

一
堂

一
福

一
松

一
鈴

一
一一一

ろ
、
現
品
に
梓
理
裂
の
此
付
が

木
山
川
底
化
、
ご
と
ろ
、
ぁ
。
い
は

整
迎
E
m
の
芦
示
内
容
が
工
小
市
硲

な
も
の
な
ど
か
み
り
、

と
の
点

関
係
主
岱
却
た
ス
収
入
役
室
の

一
蹴
し
わ
ド一
割
約
指
端
的
徹
底
が

九
百
一
い

一14
3
P1
、
戸
川
二
時
L
-

-4
3-J「
九

4444

F
HH3ト
よ
守

b円

さ
れ
る
乙
と
が
努
ま
れ
与
c

出張所名


